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財務データのサンプリングにおける時点設定の問題
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＜論文要旨＞
企業が開示する財務データは有用な研究資源である．例えば，ある特定の管理会計システムの成果変数

として，クロスセクショナルに抽出された財務データが使用される場合がある．しかし，財務データの決
算月は企業によって異なるため，クロスセクショナルな財務データといっても会計期間が共通していると
は限らない．本論文では，このような会計期間の相違がサンプリングされた財務データの同質性に与える
影響を検証している．なお，こうした問題を回避する手段として，会計期間が同じ企業の財務データのみ
を抽出するという方法も存在する．そこで，このような抽出方法を採用した場合のサンプリング・バイア
スについても検証する．結果として，3月期と前年 12月期の財務データが含まれるようにサンプリングす
ることで，より同質性の高いサンプルを得られることが示唆された．また，3月期の財務データのみを抽
出すると，業種構成や企業規模の点でバイアスが存在するおそれがあることも明らかとなった．
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A Concern about Time-period Setting
When Sampling Financial Data

Masanobu Fukushima∗, Jumpei Hamamura∗∗, Kento Inoue∗∗∗
Abstract

The financial data disclosed by companies are useful research resource. For example, cross-sectional financial data
can be used to measure the performance of management accounting systems. However, cross-sectionally sampled
financial data may include different accounting periods because firms adopt different months as their fiscal year-end.
This study examines how variation among accounting periods affects the homogeneity of the sampled financial data.
One way to eliminate this problem is to use only the financial data of companies that employ the same accounting
period. Therefore, we also examine the sampling bias that can occur due to this extraction method. The results suggest
that financial data samples including both companies whose accounting periods ended in March of the current year
and those whose periods ended in December of the previous year can be more homogeneous, and that samples that
include only financial data of companies whose fiscal year-end month is March can be biased in terms of industry
diversification and company size.
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1. 研究目的

企業が開示する財務データは，財務会計研究のみならず管理会計研究においても有用な研究
資源である．例えば，ある特定の管理会計システムの成果変数として財務データが使用される
ことがある．この場合，研究対象の管理会計システム（またはその属性）と，ある時点のクロ
スセクショナルな財務データから算出された財務指標との関連性が分析される．また，コス
ト・ビヘイビア研究などでは，複数企業の長期間にわたる財務データが分析に使用されること
がある．こうした研究では，多くの場合，企業および時点という 2つの因子で構成されたパネ
ル・データとして財務データが使用される．そして，これらの分析を行う際，財務データの時
点という属性は通常その決算期に基づいて設定される．
しかし，財務データの時点を特定することは単純な作業ではない．なぜなら，財務データの

決算月は企業によって異なるからである．実際，2016 年および 2017年を対象に集計すると，
表 1に示すように財務データの決算月は企業によって様々で，1月期から 12月期にわたって開
示されている1．
このような状況において，例えば，ある年（以下では y年と表記する）の 1月期から 12月

期までの財務データをクロスセクショナルに抽出することを想定する．こうして抽出された各
財務データの会計期間は，図 1に示すように y年 1月期であれば y−1年 2月～y年 1月，y年
2 月期であれば y− 1年 3 月～y年 2月，…（中略）…，y年 12 月期であれば y年 1月～y年
12月となっている．すなわち，決算期の属する暦年を基準にサンプリングを行っても，個々の

表 1 2016年および 2017年の連結財務諸表開示企業数

国内の全上場企業が対象．ただし，日経業種中分類ベースで「銀行」，「証券」，「保険」，「その他金融」に
属する企業および決算月の変更に伴って 1年間に 2回以上の開示を行った企業を除く．

図 1 財務データの決算期と会計期間
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財務データの会計期間が共通しているわけではないのである．
したがって，財務データを分析に使用する際は，それらをどのようにサンプリングすれば適

切に時点を設定できるのかという問題が存在すると指摘できる．具体的には，クロスセクショ
ナル・データとして使用する場合，何月期から何月期までを対象にすれば同一の時点（すなわ
ち，クロスセクショナル）と見なしてよい財務データを抽出できるのかということが問題とな
る．また，パネル・データとして使用する場合も同様に，何月期から何月期までを同一の時点
と見なしてパネル化すればよいのかということが問題となる．
それでは，時点の設定が適切ではない場合，どのような問題が発生するであろうか．先ほど

の前者，すなわちクロスセクショナル・データとして財務データを使用することを想定する
と，多くの場合，一定期間（通常は 1年間）に開示された財務データを抽出し，そこから何ら
かの財務指標を算出することで分析に使用する変数が測定される．こうして測定された変数に
は，企業固有の要因および企業に影響を与える外部コンテクスト要因による変動が情報として
内包されており，時点の相違という要因による変動は含まれないことが分析の前提となる．
しかし，既に確認したように，個々の財務データの決算月は企業によって異なるため，現実

には会計期間が完全に一致した変数を作成することは困難である．このことが原因となって，
もしもその変数に本来は異なる時点と見なすべき財務データが混入すれば，これらはノイズと
なって不要な変動を生じるという問題をもたらすであろう．なお，本論文では，このような時
点の相違に起因する変動が小さいほど，時点に関して同質性が高いと称することとする．
後者のパネル・データについては，単純にプールされたデータとして分析を行うのであれば，

クロスセクショナル・データのような問題は生じないかもしれない．しかし，パネル・データ
に対して次のような回帰分析を行う際は，明示的に時点を設定する必要が生じる．例えば，あ
る特定の時点に発生したイレギュラーな外的ショックが原因で，正しい分析結果を得られない
ことがある．こうした外的ショックをコントロールする手段として，各財務データがその発生
時点に該当するか否かを示すダミー変数を分析モデルに導入するという方法がある．また，企
業や時点という因子による誤差項のクラスタリングのため，推定された係数の有意性検定に用
いる標準誤差が正しく求められないという問題が知られている（Petersen, 2009）．この問題を
回避するため，近年のコスト・ビヘイビア研究では，クラスタリングに対して頑健な標準誤差
が採用されるようになっている（Banker et al., 2014; Kama and Weiss, 2013;北田, 2016など）．
これらの分析を行う場合には，ダミー変数の作成やクラスタリング因子の指定に際して，同

一の時点と見なす期間を分析者が決定する必要がある．したがって，パネル・データとして財
務データを使用する場合にも，先ほど指摘したクロスセクショナル・データと同様の問題が発
生する局面が想定される．
以上のように，財務データのサンプリングには，会計期間の相違に起因する時点の設定とい

う問題が存在する．すなわち，どのような期間を同一の時点とすれば，会計期間の異なる財務
データから，より同質性の高い変数を得ることができるのかという問題である．しかしなが
ら，このような問題はこれまであまり検証が行われてきたとはいえない2．そこで，本論文で
は，会計期間の相違がサンプリングされた財務データの同質性に与える影響について検証す
る．そして，この検証結果の提示を通じて，日本企業の財務データを用いる今後の研究に資す
ることを本論文の研究目的とする．
上述の問題を解決するため，本論文は次の構成で議論を進める．本節に続く第 2節では，既
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存研究が財務データを分析に使用する際，どのように時点の設定方法に言及しているのかを文
献調査によって確認する．そして，その調査結果を受けて具体的なリサーチ・クエスチョンを
設定する．第 3節では，第 2節で設定したリサーチ・クエスチョンの検証方法を説明する．第
4節では，リサーチ・クエスチョンの検証結果を示し，その考察を行う．最後に第 5節では，
本論文の発見事実を要約し，その貢献および限界ならびに今後の課題を述べる．

2. リサーチ・クエスチョンの設定

本節では，まず，既存研究が財務データを分析に使用する際，どのように時点の設定方法に
言及しているのかを文献調査によって確認する．これは，既存研究で慣例的に採用されている
時点の設定方法を見出すことができれば，財務データの時点に関する同質性の確保という問題
に対するインプリケーションとなるからである．そして，本節の後半では，文献調査の結果を
受けて具体的な本論文のリサーチ・クエスチョンを設定する．
文献調査の対象には，国内の主要な管理会計領域の学術誌として3，2008年以降に公刊され

た『管理会計学』（第 16巻第 1号～第 26巻第 2号），『原価計算研究』（第 32巻第 1号～第
42巻第 2号），『メルコ管理会計研究』（第 1巻第 1号～第 10巻第 2号）を選択した4．さら
に，『会計プログレス』（第 9号～第 19号）に掲載された管理会計論文についても，文献調査の
対象に含めた．そして，これら 4誌に掲載された管理会計論文のうち，財務データをクロスセ
クショナル・データまたはパネル・データとして分析に使用しているものを抽出した5．その
結果，合計 53本の論文が抽出された．なお，学術誌ごとの内訳は，『管理会計学』25本，『原
価計算研究』15本，『メルコ管理会計研究』8本，『会計プログレス』5本であった．
上述の手続で抽出した 53本の論文について，まず，時点の設定方法に言及しているか否か

を確認した．その結果，言及している論文は 18本（34.0％）であり，残り 35本（66.0％）では
何も言及がなかった．次に，言及のあった論文について具体的な時点の設定方法を確認したと
ころ，13本（24.5％）が 3月期の財務データのみを抽出することで会計期間の統一を図ってい
た．一方，複数の決算期を含む財務データを分析に使用しているものは 5本（9.5％）であっ
た．これらの集計結果は，表 2に示すとおりである．
表 2の「構成比」から明らかなように，財務データを使用している既存研究のうち，時点の

設定方法に関して言及しているものは少数派であり，過半数の論文ではその説明が記述されて
いなかった．これは，既存研究の分析方法に関する説明において，時点の設定方法が軽視され

表 2 既存研究における時点の設定方法への言及
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ていることを示唆しているといえよう．そのため，文献調査からは，財務データの時点に関す
る同質性を確保するサンプリング方法について，何らかのインプリケーションを得ることはで
きなかった．そこで，次のリサーチ・クエスチョン（RQ1）を設定し，探索的に検証を行う．

RQ1 会計期間の異なる財務データに対してどのように時点を設定すれば，より同質性の高
いサンプルを得ることができるか？

なお，少数派ではあるが時点の設定方法に言及している論文のなかでは，3月期の財務デー
タのみを抽出しているものが多かった．たしかに，この方法によれば，第 1節で指摘した会計
期間のばらつきの問題を回避することができる．しかし，この方法では，当然ながら 3月期以
外の財務データが脱落することになる．例えば，第 1節の表 1に含まれる企業を対象に集計
すると，2016年では全 2,570社のうち 814社（31.7％），2017年では全 2,555社のうち 820社
（32.1％）の財務データが脱落する．そのため，抽出されたサンプルが，抽出前の母サンプル
に含まれる企業群を偏りなく代表しているか否かは明らかではない．もしもこのようなサンプ
リングを行った結果，サーベイ研究（質問票調査）における「非回答バイアス（non-response

bias）」（加登ほか, 2008; Van der Stede et al., 2005）6 と同様のサンプリング・バイアスが生じて
いれば，研究の内的妥当性や外的妥当性に影響を与えるおそれがある7．そこで，次のリサー
チ・クエスチョン（RQ2）を設定し，サンプリング・バイアスの検証を行う．

RQ2 3月期の財務データのみを抽出した場合，サンプリング・バイアスは生じないか？

3. 検証方法

3.1 RQ1の検証方法
RQ1 を検証するため，国内の各証券取引所に上場している企業が直近に開示した 2016 年

1月期から 2017年 11月期までの連結財務諸表に基づく財務データを対象に分析を行う．なお，
後述するように，分析に使用する変数の測定には，各財務データに対応する前期の値や前々期
末の総資産の値も必要となる．そのため，実際の分析では 2014年 1月期から 2017年 11月期
までの財務データを使用する．ただし，次に示す 3つの要件のうち，いずれかに該当する企業
の財務データは除外する．
①日経業種中分類ベースで「銀行」，「証券」，「保険」，「その他金融」に属する企業．
②当該期間中に決算月数が 12か月以外の財務データを開示している企業．
③分析に使用する変数の測定に必要な 3期連続した財務データが得られない企業．
上述の財務データから，まず，表 3に示すように抽出期間をひと月ずつずらしたサンプル 1

～12を作成する．次に，貸借対照表および損益計算書の代表的な表示科目について，サンプル
ごとに分散値を算出する．
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表 3　 RQ1の検証に使用するサンプルそして，サンプル 1における分散
値を基準（分母）とし8，それ以外の
各サンプルにおける分散値を比較対
象（分子）とした式 (1)で示す分散比
について，F 検定を実施することで
科目ごとの同質性を検証する．

分散比=
S2

m

S2
1

, m = 2,3, . . . ,12. (1)

式 (1)において，S2
1, S2

mは，それぞ
れサンプル 1，サンプル mにおける
分散値を表している．こうして算出
した分散比は，1以上（1未満）で F

検定の結果が有意ならば，比較対象
としたサンプルmの方がサンプル 1よりも分散値が有意に大きい（小さい），すなわち，より
同質性が低い（高い）ことを意味する．なお，このような分散比の F 検定による同質性の検
証方法は，本論文と同様にグルーピングされた財務データの同質性を検証している Amit and

Livant（1990）や木村（2009）などに依拠して採用した．
分散値を算出する科目は，貸借対照表の代表的な表示科目として総資産，負債合計，株主資

本，純資産，損益計算書の代表的な表示科目として売上高，営業費用，営業利益，経常利益，
当期純利益をとりあげる．これらの科目は，次の式 (2)に示すように，前期におけるばらつき
をコントロールするために差分をとった上で，企業規模をコントロールするために前々期末の
総資産の値でデフレートした指標に変換して分析に使用する．

変換後の指標=
Xi,t −Xi,t−1

ASSETi,t−2
. (2)

式 (2)において，Xi,t（Xi,t−1）は企業 iの第 t（t−1）期における各分析対象科目の値，ASSETi,t−2

は企業 iの第 t −2期末における総資産の値を表している．なお，このようにして算出した各指
標に対して，外れ値の影響を排除するため，上下 0.5％の水準でウィンザライズの処理を行う．
以上の検証プロセスを要約すると次のとおりである．まず，式 (2)によって指標化された各

科目の分散値を，先ほどの 12種類のサンプルごとに算出する．次に，これらの分散値を式 (1)

に代入して分散比を算出し，F 検定を実施することで各サンプルにおける各科目の同質性を検
証する．

3.2 RQ2の検証方法
RQ2として設定したサンプリング・バイアスの検証においては，Van der Stede et al.（2005）を

参考に，サンプルに含まれる企業の多様性および規模に着目して分析を行う．なお，多様性に
ついては業種構成を，規模については売上高，従業員数，総資産を代理変数とする9．それぞ
れの具体的な分析方法は次のとおりである．
まず，多様性に関しては，第 1 節の表 1 に示した 2017 年 1 月期から 12 月期までの企業

（2,555社）の業種構成に対して，同年 3月期の企業（1,735社）の業種構成が偏っていないか
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を適合度検定（χ2検定）によって検証する．なお，各企業が属する業種は，日経業種分類（大
分類および中分類）に基づいて判別する．次に，企業規模に関しては，2017年 3月期の企業
（1,735社）と同年の 3月期以外の企業（820社）とで，売上高，従業員数，総資産を比較する10．
そして，これらの平均値について t 検定を実施することで，企業規模の偏りを検証する．

4. 検証結果

4.1 RQ1の検証結果
ここでは，第 3節で説明した方法にしたがって，各サンプルにおける同質性の検証を行う．

まず，サンプルごとに算出した各科目の分散値は表 4のとおりである．次に，これらの分散値
を式 (1)に代入し，F 検定を実施した結果は表 5のとおりである．
表 5の内容は，サンプル 2および 3については，いずれの科目においてもサンプル 1と同質

性に有意な違いがないことを示している．これらに対して，サンプル 4～ 12は，多くの科目で
サンプル 1よりも同質性が有意に改善している．特に，サンプル 4～ 10は，分析対象とした科
目のうち，負債合計以外の全ての科目で同質性が有意に改善している．一方，サンプル 11お
よび 12は，総資産が有意に改善しているとはいえず，負債合計において有意に悪化という結
果も見られる11．
以上から，全体的な傾向として，サンプル 4～ 12はサンプル 1～ 3よりも財務データの同質

表 4 分散値の一覧

表 5 F 検定の結果

∗∗∗，∗∗，∗ は，それぞれ 0.1％，1％，5％の水準で有意であることを示す．
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性が高いといえる．ただし，サンプル 11および 12は一部の貸借対照表科目で同質性が改善し
ていないか，または悪化する傾向が見られることに注意を要する．

4.2 RQ2の検証結果
同質性の検証に続いて，サンプリング・バイアスの検証を行う．まず，第 3節で説明した分

析対象企業の業種構成は，表 6のとおりである．表 6のパネル Aから，3月決算企業は，上場
企業全体に比べて製造業の割合が高く，非製造業の割合が低いことが見てとれる．この 3月決
算企業の構成比について，上場企業全体の構成比との適合度検定（χ2 検定）を実施したとこ
ろ，χ2 = 33.478, p値 = 0.000という結果であった．このことから，3月決算企業は有意に製造
業に偏っていることが明らかとなった．
パネル Aをより詳細な業種分類によって集計したものがパネルBである．このパネル Bか

ら，3月決算企業は上場企業全体に比べて，「機械」，「電気機器」，「自動車」などの構成比が高
いのに対して，「小売業」，「不動産」，「サービス」などの構成比が低いことが見てとれる．な
お，パネル Aと同様に適合度検定（χ2検定）を実施した結果は，χ2 = 100.975, p値 = 0.000で
あった12．
次に，企業規模に関するサンプリング・バイアスの検証を行う．表 7は，企業規模の代理変

数としてあげた売上高，従業員数，総資産を，3月決算企業とそれ以外の企業とで比較した結
果である．この結果から明らかなように，3月決算企業の財務データのみを抽出した場合，そ
のサンプルは有意に規模の大きい企業に偏る傾向がある13．

4.3 検証結果の考察
まず，RQ1の検証結果から，一部の例外はあるものの全体的な傾向として，サンプル 4～ 12

はサンプル 1～ 3よりも財務データの同質性が高いことが確認された．それでは，サンプル 4

～ 12の共通点，もしくはこれらとサンプル 1～ 3との相違点は何であろうか．1つの可能性と
して，最も財務データの開示数が多い 3月期とその次に開示数が多い 12月期の取り合わせが
考えられる．すなわち，サンプル 4～ 12の共通点として，2017年 3月期と 2016年 12月期の財
務データを含んでいることが指摘できる．これに対して，サンプル 1～ 3は，2016年 3月期と
2016年 12月期の財務データを含んでいる．これらのことは，3月期の財務データを前年 12月
期の財務データと同じ時点に含めることで，より同質性の高いサンプルが得られることを示唆
している．
次に，RQ2の検証結果から，3 月決算企業の業種構成は，上場企業全体に比べて製造業に

偏っていることが確認された．また，3月決算企業の財務データのみを抽出した場合，そのサ
ンプルは有意に規模の大きい企業に偏る傾向があることも確認された．これらのことから，財
務データを抽出する際に 3月期のみを対象にすると，選択されたサンプルは上場企業全体を偏
りなく代表しているとはいえず，そのサンプルには業種構成や企業規模の点でバイアスが存在
するおそれがあるといえる．したがって，このようなサンプリングを行う場合，研究の内的妥
当性や外的妥当性の観点から，その分析方法が適切であるのか検討を行うことが望まれる．
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表 6 業種構成の検証結果

5. 結論

本論文の発見事実を要約すると，次の 2つである．第 1に，3月期の財務データは前年 12月
期の財務データと同じ時点に含めることで，より同質性の高いサンプルを得ることができる可
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表 7 企業規模の検証結果

能性がある．第 2に，財務データを抽出する際に 3月期のみを対象にすると，選択されたサン
プルは上場企業全体を偏りなく代表しているとはいえず，そのサンプルには業種構成や企業規
模の点でバイアスが存在するおそれがある．
これらの発見事実には，財務データの使用に関する注意喚起という意義がある．例えば，本

論文で利用した日経 NEEDS-FinancialQUESTなどのデータベースにアクセスすれば，企業が開
示する財務データは比較的容易に取得できる．このようにして取得した財務データは，サーベ
イ・データなどに比べると分析者の主観の入る余地が少ないため，より客観的な変数の測定が
可能である．しかし，本論文で明らかになったように，客観的な財務データであっても，サン
プリング方法によっては分析者が意図していないノイズやバイアスを含むものとなる．そし
て，このようなノイズやバイアスは，研究の内的妥当性や外的妥当性に疑義を生じさせるおそ
れがある．
ただし，上述の発見事実には，次のような限界が存在することに注意を要する．本論文で

は，F 検定を用いて財務データの同質性を検証した．この検証方法には，手続が比較的容易で
結果が簡潔に表れるという利点はあるものの，個々の決算月内の分散（within-class variance）と
決算月間の分散（between-class variance）とを分離できないという限界も存在する．
今後の課題として，このような限界を克服するためには，階層線形モデル（hierarchical linear

model）14 などを用いてさらに厳密な分析を行う必要がある．そうすることで，なぜ 3月期の
財務データと前年 12月期の財務データとを同じ時点に含めれば，より同質性の高いサンプル
となるのかといった問題の解明にもつながるであろう．
さらに，本論文では，2016年 1月期から 2017年 11月期までの財務データを対象に同質性を

検証し，2017年 1月期から 12月期までの財務データを用いてサンプリング・バイアスを検証
した．そのため，これら以外の期間については検証が及んでいない．また，サンプリング・バ
イアスの検証においては，業種構成や企業規模という観点からバイアスの存在を確認した．そ
のため，これら以外のバイアスについては明らかになっていない．
しかしながら，財務データが有用な研究資源であることに変わりはない．そのため，今後も

多くの研究において，様々な期間の財務データが抽出され，多種多様な財務指標が変数として
測定されるであろう．これらをあらかじめ全て想定して検証を行うことは現実的ではなく，本
論文の範囲を超えている．したがって，今後の研究においては，本論文で指摘した問題に注意
して財務データのサンプリングを行うことが求められる．
例えば，本論文の冒頭で例示したように，ある特定の管理会計システムの成果変数として財

務データが使用されることがある．この場合，財務データのサンプリング対象期間は，その管
理会計システムに関するサーベイ・データの取得時点にも左右されるものの，最終的には分析
者の選択に委ねられている．このような状況においては，まず，サーベイ・データの取得時点
から判断して許容される財務データのサンプリング対象期間の範囲を検討し，次に，その範囲

126



財務データのサンプリングにおける時点設定の問題

において，よりノイズやバイアスを含まないサンプルを得られる対象期間を選択することが望
ましい．その際，本論文で実施した検証の方法や結果は，よりノイズが少なく不偏なサンプル
を得るための基礎的な知見を提供するという意味において貢献が期待できるであろう．
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注

1 本論文で使用しているデータは，日経 NEEDS-FinancialQUESTを利用して取得した．
2 本論文と類似の問題意識を有する先行研究を探索するため，国立国会図書館が運営す
る NDL ONLINE（https://ndlonline.ndl.go.jp/）や国立情報学研究所が運営する CiNii Articles

（https://ci.nii.ac.jp/）において，「決算月」ないし「決算期」というキーワードで検索を行っ
たが，財務データのサンプリングを論点として扱ったものは見当たらなかった．また，日
本国外の先行研究についても探索するため，Google Scholar（https://scholar.google.com/）に
おいて，「fiscal year end」や「accounting period」というキーワードを論題に含む文献を検索
したが，ここでも財務データのサンプリングを論点として扱ったものは見当たらなかった．
なお，決算月を扱った先行研究の多くは，国内外ともに企業による決算月の選択に関する
ものであった．ただし，例外的な研究として，Huberman and Kandel（1989）がある．彼らの
分析によれば，米国企業においては，業種にかかわらず規模の大きい企業ほど会計期間に
暦年を採用する傾向があるという．しかし，この研究も単にそのような傾向を報告してい
るに過ぎず，財務データのサンプリングを問題意識としているわけではない．

3 国内の学術誌を文献調査の対象としたのは，本論文が関心の対象としている日本企業の財
務データを分析に使用している論文を選択するためである．

4 2008年以降に公刊されたものとしたのは，この年に『メルコ管理会計研究』が創刊されて
おり，4誌の調査対象期間の整合を図るためである．

5 文献調査は研究論文のみを対象とし，研究ノート，事例紹介，講演録，書評などは調査対
象に含めていない．また，財務データを使用している研究論文であっても，特定の企業に
限定して分析を行っている場合は，本論文の研究目的に照らして除外した．

6 「non-response bias」は，「無回答バイアス」と訳されることも多い．しかし，本論文で引用
している加登ほか（2008）では「非回答バイアス」と訳されており，これと異なる訳語を

127



管理会計学 第 28巻 第 1号

使用すると用語の混乱が懸念されるため，本論文では「非回答バイアス」と表記した．
7 サンプリング・バイアスが分析結果に与える影響については，加登ほか（2008）のサンプ
リングや非回答バイアスに関する議論および同論文の表 2を参照されたい．

8 サンプル 1における分散値を基準としたのは，これが最も単純な時点の設定方法だからで
ある．本論文でも利用した日経 NEEDS-FinancialQUESTなどから財務データを取得すると，
例えば 2016年 12月期であれば「2016/12」といった形式で決算期の情報が与えられる．サ
ンプル 1は，この決算期情報のうち決算年をそのまま時点の設定基準として抽出すればよ
く，分析者による処理工程が最も少ないという意味でより客観的に時点が設定されている
といえる．このことから，サンプル 1は比較の基準として適切であると判断した．また，
サンプル 1の時点の設定方法は，処理工程の少なさから安易に選択される可能性が高いと
もいえる．なぜなら，第 2節で確認したように時点の設定方法は比較的軽視されているこ
とが懸念され，このような現状に鑑みれば，サンプル 1のような処理工程の少ない単純な
時点の設定方法が選択され易い可能性を否定できないからである．これらの理由から，サ
ンプル 1を比較の基準として採用した．

9 Van der Stede et al.（2005）は，サンプルのバイアスの程度を評価する多様性の代理変数とし
て，「業種コード」および「生産ライン」の 2つを例示している．しかし，本論文で使用す
るサンプルには製造業以外も含まれるため，前者のみを採用した．また，同様に企業規模
の代理変数は「売上高」および「従業員数」の 2つを例示しているが，総資産も企業規模の
代理変数とされることが多いため，今回の分析対象変数に含めた．

10 RQ1の検証と同様，これらの代理変数も連結ベースの値を使用する．
11 負債合計について，サンプル 1に対するサンプル 12の分散比は 1.074 であり，その F 検
定の p値は 0.088であった．したがって，10％の水準ならば有意に悪化するという結果で
ある．

12 ここでは直近の 2017年の財務データを対象に業種構成の検証を行っているが，2016年につ
いても同じ検証を行ったところ，2017年と同様に 3月決算企業は有意に製造業に偏る傾向
を示した．

13 企業規模についても，2016年の財務データを対象に同じ検証を行ったところ，2017年と同
様に 3月決算企業はそれ以外の企業より有意に規模が大きいという傾向を示した．

14 管理会計研究における階層線形モデルの有用性については，例えば，新井（2016）や佐久
間（2016）などの議論を参照されたい．
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